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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公表番号】特表2009-526370(P2009-526370A)
【公表日】平成21年7月16日(2009.7.16)
【年通号数】公開・登録公報2009-028
【出願番号】特願2008-554349(P2008-554349)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/14     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｚ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ
   Ｈ０５Ｂ  33/10    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  11/00    　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｇ
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｊ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年6月19日(2012.6.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無機半導体ナノ結晶を含む放出物質と、ドープされた有機材料を含む電荷輸送層とを含
み、電荷輸送層が少なくとも１つの半導体ナノ結晶と電気的に接続し、ドープされた有機
材料がｎ－ドープされたまたはｐ－ドープされた有機電荷輸送材料を含む発光デバイス。
【請求項２】
　ドープされた有機材料が、電子を輸送できる材料を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　ドープされた有機材料が、ホールを輸送できる材料を含む、請求項１に記載のデバイス
。
【請求項４】
　ドープされた有機材料が、ホールを注入できる材料を含む、請求項１に記載のデバイス
。
【請求項５】
　ドープされた有機材料が、アクセプター型有機材料でｐ－ドープされている、請求項３
に記載のデバイス。
【請求項６】
　ドープされた有機材料が、電子を注入できる材料を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項７】
　ドープされた有機材料が、ドナー型有機材料でｎ－ドープされている、請求項２に記載
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のデバイス。
【請求項８】
　ドープされた有機材料が、ホールをブロックできる材料を含む、請求項１に記載のデバ
イス。
【請求項９】
　ドープされた有機材料が、電子をブロックする材料を含む、請求項１に記載のデバイス
。
【請求項１０】
　ドープされた有機材料を含む１つより多い層が、デバイス中に含まれる、請求項１に記
載のデバイス。
【請求項１１】
　半導体ナノ結晶が、コア／シェル構造を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１２】
　半導体ナノ結晶が、この表面に付いた少なくとも１つの配位子を含む、請求項１または
１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　少なくとも１つの半導体ナノ結晶と電気的に接続している、ドープされた有機材料を含
む電荷輸送層を組み入れることを含み、前記ドープされた有機材料がｎ－ドープされたま
たはｐ－ドープされた有機電荷輸送材料を含む、無機半導体ナノ結晶を含む放出物質を含
む発光デバイスの効率を改良する方法。
【請求項１４】
　ドープされた有機材料が、電子を輸送できる材料を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ドープされた有機材料が、ホールを輸送できる材料を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　ドープされた有機材料が、ホールを注入できる材料を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　ドープされた有機材料が、電子を注入できる材料を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　ドープされた有機材料が、ホールをブロックできる材料を含む、請求項１３に記載の方
法。
【請求項１９】
　ドープされた有機材料が、電子をブロックする材料を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項２０】
　デバイス中に含まれるドープされた有機材料を含む１以上の追加の層を用意することを
さらに含む、請求項１３に記載の方法。
あ
【請求項２１】
　半導体ナノ結晶が、コア／シェル構造を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項２２】
　半導体ナノ結晶が、この表面に付いた少なくとも１つの配位子を含む、請求項１３また
は２１に記載の方法。
【請求項２３】
　ドープされた有機材料がｎ－ドープされている、請求項１４または１７に記載の方法。
【請求項２４】
　ドープされた有機材料がｐ－ドープされている、請求項１５または１６に記載の方法。
【請求項２５】
　ドープされた有機材料が、アクセプター型有機材料でｐ－ドープされている、請求項１
３に記載の方法。
【請求項２６】
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　ドープされた有機材料が、ドナー型有機材料でｎ－ドープされている、請求項１３に記
載の方法。
【請求項２７】
　デバイスが、デバイス中に含まれるドープされた有機材料を含む１つより多い層を含む
、請求項１３に記載の方法。
【請求項２８】
　電極を含む基体を用意すること、前記基体の上に少なくとも１つの半導体ナノ結晶と電
気的に接続している、第１のドープされた有機材料を含む第１層を被着させることをさら
に含む、請求項１３に記載のデバイスの効率を改良する方法。
【請求項２９】
　請求項１に記載の複数の発光デバイスを含むディスプレイ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　有機発光デバイス（ＯＬＥＤ）中の電子輸送層として有用なドープされた有機材料は、
電子伝導性を増大し、デバイス効率を高めるために、無機半導体ナノ結晶を含む放出物質
を含むデバイスにおいて使用することができると考えられる。このようなドープされた有
機材料の例の非限定的なリストは、２００６年１月３日に発行された、「有機デバイスの
構造および製造方法」についてのＷｏａｇなどの米国特許第６，９８２，１７９号（例え
ば１：１のモル比で、例えばＬｉでドープされたＢＰｈｅｎなど）；２００６年４月１３
日に公開された「セリウムを用いる半導体材料の電気的ドーピング方法」についてのＷｅ
ｒｎｅｒなどの米国公開特許出願第２００６／００７９００４（セリウムでドープされた
ＢＰｈｅｎなど）に開示されている。これにより、前に挙げた特許および公開特許出願の
開示は、参照によってこれらの全てにおいて本明細書に組み込まれる。
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